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　　現住人口表

（6月末日晒轟）

男　19．443人（一1）

女20」07人（0）
計　39550人（一一1）

世帯総数
8．1971｛i帯（卜2）

貯
蓄
し
ま
し
よ
う

宮
崎
県
の
木
年
度
貯
隔
離
蝉
額

は
六
十
五
億
円
と
な
っ
て
お
り

　

ま
す
が
、
県
民
　
人
当
り
平
均

ど
の
位
貯
金
し
た
ら
こ
の
額
に

｛
達
す
る
か
と
い
い
ま
す
と

　
県
民
一
人
当
り

一
　
年
閥
　
　
　
五
、
六
九
八
円

　
月
間
　
　
　
　
四
七
四
円

　
一
日
　
　
　
　
　
一
六
円

つ
ま
り
毎
日
一
人
宛
一
六
円
つ

つ
貯
金
し
て
い
け
ば
県
の
日
標

に
達
す
る
訳
で
す
。

全
国
平
均
一
日
四
三
円
の
貯
金

が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
而

に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け

一で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

東
洋
紡
誘
致
に
本
決
ま
り

八

日
覚
書
調

　
　
一
応

当
市
細
島
臨
海
工
業
造
成
｝

隠
蟹
翌
繰
回
田

間
に
交
渉
中
で
し
た
が
、
一

難
隙
腰
強
罧
撒

で
、
県
知
廓
と
会
社
社
長
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
間
で
覚
書
調
印
が
行
｝

わ
れ
ま
し
た
。
当
市
か
ら
一

は
三
尾
巾
長
、
蛭
木
巾
会

議
長
も
列
席
し
ま
し
た
。

こ
の
調
印
に
よ
り
、
造
戊

印
さ
る

　
　
　
　
　
　
一
区
に

地
の
第
一
区
全
部
（
二
六

七
、
○
0
0
坪
）
を
東
洋

紡
に
捉
供
し
、
会
社
は
昭

和
三
十
三
年
暮
か
ら
工
場

廻
設
に
鶉
手
、
三
十
五
年

十
二
月
か
ら
三
業
開
始
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
パ
ル
プ
日
産
百
ト

ン
で
開
始
し
、
ス
フ
日
砕

五
十
ト
ン
の
工
場
も
操
業

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

志
村
化
工
は

　
　
第
二
区
へ
誘
致
交
渉
中

建
設

志
村
化
工
は
第
三
区
が
諏

工
業
に
は
最
適
地
で
は
な

い
と
い
う
根
国
で
、
第
一

区
へ
変
更
方
県
に
申
入
れ

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
前
記
の
と
お
り
第
一

区
は
全
部
東
洋
紡
へ
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

第
二
区
造
成
地
へ
建
設
力

県
、
市
あ
げ
て
要
望
し
て

い
ま
す
．

第
二
区
は
第
一
区
の
対
岸

に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
地

番
は
眉
盤
で
強
固
で
あ

り
、
電
工
業
に
適
す
る
の
一

で
、
こ
の
地
区
に
是
非
建
一

轄
鷲
鮪
警
灘

運
勅
中
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
も
近
く
決
定
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
ん
ど
の
大
会
で
は
、
蚊
と
ハ
｝

エ
が
い
な
い
の
が
当
り
前
で
あ
．

る
と
い
う
生
活
理
境
を
つ
く
り

出
す
た
め
に
、
市
民
の
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
集
り
願
っ
て
、
お

斤
い
に
い
っ
し
よ
に
な
っ
て
実

践
運
動
に
乗
り
出
そ
う
と
い
う
一

も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、

御
都
合
を
つ
け
て
、
是
非
御
参

会
下
さ
る
様
お
待
ち
し
ま
す
。

大
会
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
ヒ
月
二
↑
七
日
目
L
）

　
場
所
　
市
役
所
講
ヰ

　
受
付
開
始
　
九
、
○
○

　
開
　
会
　
一
〇
、
○
〇

一
、
開
会
式
（
胃
炎
曲
「
蚊
と

　
ハ
エ
の
い
な
い
生
盾
の
歌
）
一

　
開
会
の
こ
と
ば

　
　
大
会
長
挨
拶
　
日
向
市
長
「

　
モ
デ
ル
地
区
寝
彰

　
　
　
　
　
　
県
衛
生
部
長
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

場浴海水浜ケ伊 勢の物夏

　
地
三
〇
坪
を
無
償
贈
与
）

十
三
、
議
案
第
四
一
号
　
日
向

　
市
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
制
す
る
条

　
例
に
つ
い
て

　
（
甫
三
役
の
給
1
3
の
ペ
ー

　
ス
・
ア
ッ
プ
）

◎
委
員
会
の
動
き

六
月
一
口
日
　
工
場
誘
致
対
策
特
一

　
別
委
員
会

六
月
六
臼
工
霧
致
に
つ
至

　
て
市
議
会
全
員
協
議
会
を
開
一

　
、
こ
。
　
　
　
　
　
　
　
「

　
も
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

六
月
十
八
日
　
総
務
、
建
設
、
｝

　
文
教
厚
生
の
各
委
員
会
　
　
…

六
月
十
九
日
　
総
務
、
経
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
両
委
員
会

六
月
二
十
日
、
二
十
九
日
、
三

目
工
場
誘
致
樹
策
特
別
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

農
業
委
員
選
挙

　
　
　
　
ー
ヒ
月
卜
六
日
投
票
1

一
日
向
市
農
業
委
員
会
養
員
選
挙

は
七
月
卜
六
日
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
ん
ど
の
遡
挙
は
、
今
ま

で
あ
り
ま
し
た
定
々
沖
町
着
業

委
員
会
を
廃
止
し
統
合
一
本
化

す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。農

業
委
員
会
は
爬
民
の
皆
さ
ん

が
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
つ
く
る

宮
山
機
関
で
す
。
で
す
か
ら
爽

に
農
民
の
た
め
に
尽
、
制
し
て
く

れ
る
立
派
な
人
、
信
頼
で
き
る

人
を
遡
ば
ね
ば
な
り
主
せ
ん
。

も
、
n
分
た
ら
の
代
表
を
選
挙

す
る
時
は
慎
爪
に
し
く
考
え
て

か
ら
投
票
寸
へ
き
で
す
。
代
表

と
し
て
当
選
し
た
人
の
発
ぼ

は
、
す
な
わ
ち
選
挙
し
た
自
分

た
ち
の
発
’
昌
と
な
る
訳
で
す
か

ら
、
如
何
に
選
挙
が
大
事
な
も

の
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

自
分
の
信
念
に
よ
っ
て
正
し
い

投
票
を
し
ま
し
よ
う
。

◎
投
票
口
は
十
六
日

妻
聲
で
も
下
妻
で
｝
①
二
黒
所

　
ポ
ス
タ
ー
標
語
表
彰

祝
辞
、
祝
電
披
露

ご
磐
代
鱗
。

　
地
区
実
績
発
表

総
評
県
主
牛
課
長

●

ヒとノ・エのいない生活

推進大会当市で開催
”町1川M川田111鱒ll川島l10　　　　　　　1川川1目配ll川川目1「11川1

一
三
、
講
演

蚊
と
ハ
エ
の
い
な
い
生
活
に

つ
い
て
　
　
県
衛
生
部
艮

公
衆
衛
生
と
組
織
盾
動
に
つ

い
て
　
　
日
向
保
健
所
長

薬
剤
に
つ
い
て
　
近
藤
化
学

四
、
決
議

　
官
伝
決
議

五
、
閉
会
式

　
終
了
チ
定

　
　
（
夜
の
部
）

　
受
付
開
始

　
　
　
　
　
｝

市
衛
生
課
長

　
　
　
　
　
一

一
六
、
○
○
㎜

　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　

．
一
八
、
O
O
・

開
会
一
八
、
三
〇

一
、
合
咀
独
勝
演

二
、
日
劇
煮
出
減

三
、
ス
ラ
イ
ド
上
映

　
終
了
予
定
　
　
二
二
、
○
○

　
（
幽
慰
者
に
記
念
品
贈
呈
）

　
窪
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
迄
…

○
笙
選
挙
区
（
宿
島
監

　
投
票
区
の
投
頭
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一

①
日
向
市
役
所
　
②
亀
崎
公
民
｛

館
　
③
木
谷
公
民
館
　
④
塩
見
…

小
学
校
　
⑤
財
光
寺
小
学
校

⑥
原
町
公
民
館
　
　
⑦
曽
根
公
．

民
館
　
⑨
幡
浦
公
民
館
　
⑨
細

島
小
学
校
　
⑩
梶
木
公
民
館

　

皿
○
第
．
一
選
挙
区
（
岩
脇
）
’

　
　
　
　
　
　
②
曙
公
昆
館
　
「

論理
J
鵜
難
墨

…
囎
蹴
出

一
〇
選
挙
す
る
定
数

　
第
一
区
十
一
人
。
第
二
区
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

人
。
第
三
区
二
人

【日向市役所のしくみのあらまし】

襲
’
雛
縣
獅
輪
鞍
と
ハ
篇
仲
寡
く
な
ら
な
｝

鯉
康
明
朗
…
と
入
郷
六
村
が
共
催
し
、
関
係

　
　
　
　
　

な
生
活
を
諸
田
体
の
後
援
で
日
向
地
区

実
現
す
る
一
「
蚊
と
ハ
エ
の
い
な
い
生
盾
」

た
め
に
は
｝
摺
進
大
会
を
来
た
る
二
十
七

「
蚊
と
ハ
㎜
日
、
日
向
市
役
所
講
堂
で
開
催

工
が
い
な
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
」
と
い
こ
う
し
た
大
会
を
せ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　

う
こ
と
が
・
な
い
こ
と
は
、
蚊
と
ハ
エ
を
ま

そ
の
要
桝
だ
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

の
ひ
と
つ
　
な
い
と
い
）
こ
と
に
も
な
り
ま

で
す
。
　
　
す
。
私
共
の
甘
．
活
に
蚊
と
ハ
エ

こ
の
突
践
一
が
い
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に

運
動
を
進
一
快
よ
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

め
る
た
め
．
快
よ
く
生
活
す
る
こ
と
は
離
で

　
　
　
　
へ

日
向
保
処
｝
も
咽
ん
で
い
ま
す
の
に
、
何
故

四
電
＝
＝
一
一
囎
＝
＝
伽
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
7
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
：
：
團
＝
一
一
一
一
＝
＝
：
一
＝
一
一
1

…
市
議
会
の
動
き
…

●
，
二
≡
富
≡
一
＝
＝
＝
…
＝
…
＝
一
＝
≡
冒
：
＝
：
一
＝
≡
≡
一
：
3
二
冒
一
一
≡
≡
＝
＝
：
。
＝
≡
面

し・生活は住民登録から

一一ｯ施行5周年一一喉繍
　異動があったら忘れず届出を　　嘉再疾

住
民
登
録
法
が
実
施

さ
れ
て
か
ら
、
こ
と

し
は
五
刑
資
に
あ
た

り
ま
す
が
、
御
承
知

長市

の
よ
う

に
住
民

票
は
一

躍
腔
げ
．
珪

t
譲
「
｛

三尾良次郎

　
六
月
中
の
市
畿
会
の
動
き
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

◎
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
定
例
市
議
会
を
開
き
左
記

の
畿
案
を
審
議
し
議
決
し
譲
し

た
。　

、
二
君
第
二
九
号
　
選
挙
竹

　
珊
委
員
及
び
同
一
允
員
の
選

　
出
に
つ
い
て

　
へ
新
し
く
き
ま
っ
た
委
員
及

　
び
補
充
員
は
次
の
と
お
り
で

　
す
。
委
員
寺
町
照
、
江
川
泰

　
道
、
河
野
鍵
、
補
充
員
、
三

　
浦
伸
次
郎
、
相
即
捨
蔵
、
卿

二
、
議
案
第
三
〇
丹

　
員
の
選
仔
に
つ
い
て

　
（
監
査
委
員
は
次
の
と
わ
り
一

　
で
す
。

　
議
貴
避
出
　
安
藤
†
刀
、
学

　
識
経
験
者
、
児
丁
消
）

三
、
議
案
第
三
一
号
　
κ
勾
学

　
級
開
設
に
つ
い
て

　
（
塩
見
占
無
学
級
を
昭
和
三

　
十
二
彗
六
月
か
ら
昭
和
三
十

　
三
年
三
月
ま
で
塩
見
小
学
校
一

　
で
開
設
）

四
鍬
鰍
縷
雛
語
い
璽

　　

@
喜
鮒
鍬
銀
西
谷
四
五
坪
亙
羅
三
六
三
島
市

　　

@
諮
懇
窮
百
戦
璽
譲
環
例
の
寵
改
正
に

監
寡
楽
調
区
農
義
員
会
費
瀦
採
取
の
藪
料
を
改

舞
撒
鞭
㎜
九
撫
嬬
韓
聯

　
　
　
六
、
議
案
第
三
十
四
号
日
向
｝
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
市
農
業
秀
員
会
の
選
挙
区
及
［
十
、
議
案
第
三
八
号
　
日
向
市

　
　
　
　
ぴ
選
挙
に
よ
る
委
員
の
無
数
［
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
条
例
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
㎝
十
一
、
議
案
第
三
九
号
　
昭
和
一

　
　
　
　
　
【
学
生
地
区
（
十
一
名
）
岩
一
　
二
十
三
年
六
月
二
十
日
以
前

　
　
　
　
　
脇
地
区
（
和
名
）
噛
人
々
沖
二
一
　
に
給
付
禦
由
が
発
生
し
た
退

　
　
　
　
区
（
二
名
）
】
　
　
　
　
　
一
　
職
年
金
等
の
年
額
の
改
定
に

一
七
贈
羅
激
平
磯
聯
隙
蟹

の
居
住
「
学
令
簿
や
各
種
統
計
資
料
な
ど

関
－
係

（
生
活

の
本

拠
）
を

公
証
す

る
唯
一

の
根
拠

で
あ
り

ま
す
の

で
、
戸

籍
法
の

戸
籍
簿

し
・
相
・
つ
て
、
再

　
　
　
政
の
共
礎
と
な
り
、

E

に
し
て
い
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
遡
挙
、
入
学
、
配
給
、

生
活
保
護
、
各
租
予
防
注
射
な

ど
、
市
の
行
政
事
務
は
住
民
登
皿

録
を
も
と
に
し
て
処
理
さ
れ
て
「

お
り
ま
す
。
ま
た
居
住
証
明
、
一

二
養
家
族
証
明
、
印
鑑
証
明
、
一

年
令
月
な
ど
の
交
付
の
ほ
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

縮
威
あ
る
基
礎
的
な
役
目
を
し
一

一
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
役
一

立
っ
て
い
る
訳
で
す
。
　
　
　
㎜

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
世
帯
に
…

転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
の
異
一

動
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十
四
日
一

以
内
に
届
凶
し
な
け
れ
ば
な
ら
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
一

の
で
、
お
忘
れ
な
く
励
行
し
て
　

下
さ
い
・
　
　
　
　
　
㎜

あ
な
た
の
碗
実
な
届
出
に
よ
つ

一
て
、
明
梛
な
適
切
な
日
向
凶
行

｝

住
風
の
縦
利
義
務
を
…
政
を
育
て
、
い
く
よ
う
に
い
た

「
　
　
　
」
↓
　
　
’
　
ノ
　
一
　
　
／

、

（係長以上氏名付記）

…
箪

「
…
長
－
役

9
市

務
コ
藤

　
　
人
事
係

兼
　
　
（
甲
斐

　
　
　
　
報
係

　
　
　
　
黒
木

助
　
　
霧
鐘

i 1

繰税務課市民課総刃’　　…　’「．’…　　「
猷市　　蝶野　健二　　　三輪議一・　　寺町
　　　　　し＿＿　＿一＿L

碧空端番譲委誌属編
　　　　　　　　　藤係係斐係　三田｛R係　係丸係崎二野係

7
課
照

一
務
l
　
I

1
庶
務
係

　
（
井
上

－
財
政
係

靖
孝

芳
松糺

実
雄

鉄
雄

　
（
福
田
憲
司
郎

－
管
財
係

三
良

保
男

1
賦
課
係

…　（
川
野
弥
惣
吉

「－資
産
及
び
評
価

　
　
　
　
　
甚
六

察
嵐
欝

　
　
　
　
市
T
保
健
係

i
生
－
聴
し
　
（
児
ヨ

　
　
衛
鱒
－
防
疫
二

千
治

広
＋

初
一督一

　　し

一
農
業
土
木
係

－
林
産
係

…
三
碧
漣
縣

「
耐
副
口
触

　課

俊雄

皿
－
木
一
　
一

　
　
　
　
　
野

　　
　
　
　
　
今

・
　
　
土

｝

　1

水道課
　1
成合軍利
　1

収入役

時
糖

丁
一
般
土
木
三

一
（
板
谷
口
回
・

了
建
築
係

｝
　
（
黒
木
今
朝
松

奨
業
対
策
係

一
　
（
三
浦
暮
陥

り了
庶
務
丁

丁
都
市
計
画
係

…
　
（
佐
藤
光
央

一
業
務
係

一
工
務
係

－
給
水
係

1
浄
水
場
係

可野　孝行
　　1 1
会計課　　福祉廓務所

　　l　　　l
a膿兼務　大山順一
　　1　　　　・1

幽一会一煮一塵
　　黒駒†　　　今務　　　禾口護葎
　　木係村係　田係
　　　　　　　　助

　　焉竺　ご

O
細
島
支
所
（
一
政
藤
兵
衛
）

。。

n
艶
驚
…
歴
世
蝿



●

（2）第23号報広市向日昭和32｛「（1957）7月10日発行

マ
．

｝

皆
さ
ん
備
之
は
よ
い
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

台
風
銀
座
住
人
と
し
て

！

ま
た
台
風
の
季
節
で
す
。
　
　
一
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
風
の
正
常
進
路
は
、
一
般
に

今
年
は
先
日
昌
々
「
第
五
号
」
｛
台
風
の
爵
報
は
、
私
共
台
風
銀
一
別
図
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

難
器
諮
選
撃
聯
蕨
縫
つ
つ
ど
鵬
ビ
刺
継
叔
頒
灘
綴
膿
略

地
方
は
そ
れ
ま
し
て
、
被
審
は
一
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
八
，
の
と
こ
　
こ
れ
が
最
も
多
い
訳
で
す
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罐
綻
着
譜
嵩
置
別
喚
徽
轍
鮒
穀
観
姻
鶴
謝
恩
離
勃
郷

ず
来
る
と
覚
悟
せ
ね
ば
な
り
ま
…
さ
れ
た
「
七
月
下
旬
に
南
方
洋
．
わ
る
訳
で
し
よ
う
。

正糟径路
　　〆、い

＋
　
　
＋

月
　
一

1
9

140

台嵐の

月
型

4ぴ

八
割

艦
芝

？σ

130。

．
〃
張
腰

上
で
台

風
発
生

す
ろ
呵

b
h
卜
，
」

∫
”
鼻
r
カ

あ
る
「

　
、
－

と
し
う

こ
と
以

十
）
　
〉

ク
十
「
カ

っ
て
わ

り
ま
せ

ん
。

で
す
か
ら
A
7
1
1
か
ら
は
、
常
に

台
風
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
が
打
払
で
す
。

こ
と
し
ほ
何
と
な
く
、
大
き
な

台
風
が
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
幅
じ
が
し
主
す

が
、
も
鮒
く
な
い
お
客
で
す
。

な
る
へ
く
粟
て
貰
わ
な
い
よ

う
願
っ
て
、
耳
聞
だ
け
は
、
で

き
る
限
り
し
て
お
き
ま
し
よ

レ
つ
。

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
給
付
金
の
お
知
ら
ぜ

引
揚
名
給
付
金
等
支
給
法
が
公

4
1
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
窯
す
。

6
引
揚
者
給
付
金

　
ω
受
給
資
格

　
　
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

　
　
　
日
（
終
戦
日
）
ま
で
引

　
　
　
続
き
六
カ
月
以
上
外
地

　
　
　
で
権
盾
の
本
拠
を
有
し

　
　
　
て
い
た
者
で
、
同
日
以

　
　
　
後
本
邦
に
引
揚
げ
た
も

　
　
　
の
。

②
昭
和
二
f
年
八
月
瓦
日

　
か
ら
同
一
同
月
一
四
日

　
ま
で
の
問
に
、
ソ
連
の

　
参
戦
に
梓
っ
て
允
彗
し

　
た
嘱
態
に
よ
り
本
耶
に

　
引
掲
げ
た
も
の
。

③
終
戦
日
ま
で
引
続
㍉
六

　
カ
月
以
上
、
外
地
に
生

　
晒
の
本
拠
を
有
し
て
い

　
た
も
の
で
、
本
邦
に
滞

　
＾
中
終
戦
に
よ
っ
て
、

　
外
地
に
も
ど
る
こ
と
が

　
　
で
医
な
く
な
っ
た
も

　
　
の
。

　
の
終
戦
に
伴
っ
て
発
生
し

　
　
た
弔
胆
に
よ
り
、
終
戦

　
　
臼
以
後
も
引
吐
き
外
地

　
　
に
残
留
L
9
る
こ
と
を
余

　
　
伝
な
く
さ
れ
た
κ
て
、

　
　
昭
和
ニ
ー
L
年
四
月
二

　
　
十
九
日
以
後
本
邦
に
引

　
　
揚
げ
た
も
の
。

　
⑤
戦
犯
受
刑
名
（
略
）
。

㈲
受
給
金
額

　
の
ω
①
該
当
者
に
対
し
て

　
は
、
綻
戦
日
の
年
令
に
よ

　
り
ゐ
記
の
金
額

　
五
〇
才
以
L

　
　
　
　
　
二
八
、
O
O
O
円
　
　
　
金
額
。

　
　
三
〇
才
以
上
五
〇
才
人
満
　
　
　
一
八
才
以
L
　
　
　
　
　
一
　
　
ノ
　
三
〇
、
三
一
年
度
の

　
　
　
　
　
二
〇
、
0
0
0
円
　
　
　
　
　

ご
八
、
0
0
0
円
．
　
　
d
Ψ
均
額
が
八
八
、
二
〇
〇

　
　
一
八
才
以
ヒ
三
〇
才
未
満
　
　
　
一
八
ぞ
叡
渤
　
　
　
　
・
　
円
未
満
の
者
を
除
く
。

　
　
　
　
　
一
五
、
0
0
0
円
　
　
　
　
　
　
一
五
、
○
○
○
円
一
こ
れ
ら
給
付
金
の
受
給
権
利

　
　
一
八
才
望
満
　
　
　
　
　
↑
⇒
引
拗
者
給
廿
金
遺
防
給
付
金
は
、
三
年
間
行
わ
な
い
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ヒ
、
O
O
O
円
　
　
受
給
の
共
通
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
ま
す
。

　
　
④
・
⑤
に
つ
い
て
は
年
令
　
一
、
昭
和
三
＋
二
年
四
月
二
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
市
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
担
当
係
に
お
問
合
ぜ
下
さ
い
。

　
　
を
間
わ
ゲ
一
律
に
二
八
、
　
　
　
日
現
右
日
本
国
籍
を
4
1
し

　
　
○
○
○
円
、
右
の
う
ち
昭
　
　
　
て
い
る
者
。
聴
し
H
の
㈲
一
な
お
係
員
が
各
地
区
に
出
張
し

湘
錘
無
職
鎚
戦
犯
受
刑
者
）
を
…
歓
鞭
鐘
隔
蛾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
昭
和
三
十
一
年
度
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
十
日
頃
ま
で
に
そ
の
日
時
、
場

　
　
が
八
八
、
二
〇
〇
円
を
こ
「

　
　
え
る
者
に
た
い
し
て
は
交
　
　
　
税
額
（
配
偶
音
と
の
合
6
1
一
所
等
は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お

　
　
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
倶
し
、
　
　
　
額
）
が
八
八
、
二
〇
〇
円
一
知
ら
せ
し
気
す
。

　
　
昭
和
二
十
九
年
か
ら
一
．
一
十

渠
欝
焔
酪
論
。
の
　
農
家
の
メ
モ

　
　
円
に
満
た
な
い
も
の
は
受

ω
㎜
鰹
り
‡
鳶
◎
蝦
営
農
に
努
め
川
叢
濃
謙

　
　
の
終
戦
日
に
外
地
に
あ
っ
　
掃
釘
台
風
の
時
期
に
な
る
と
、
　
災
ハ
農
の
対
筆
の
一
）
と
し
て

　
　
　
た
者
で
、
引
揚
前
に
外
多
か
れ
、
少
か
れ
被
害
を
受
け
早
植
水
稲
ナ
甲
つ
く
り
、
台
風
が

　
　
　
地
で
死
亡
し
た
茜
の
遺
ま
よ
が
、
当
市
の
農
業
は
災
害
来
ろ
前
に
互
今
に
考
収
穐
を
し

　
　
　
族
。
　
　
　
　
　
　
　
防
一
1
対
策
を
外
に
し
て
、
A
，
後
で
、
し
か
も
台
凪
聞
の
後
（
玩

　
　
②
昭
和
二
一
年
八
月
九
日
　
の
農
藁
は
な
り
た
＼
な
い
よ
う
月
以
降
）
か
ら
後
作
と
し
て
秋

　
　
　
か
ら
ト
四
U
ま
で
の
閥
に
な
っ
て
き
冠
し
た
。
市
内
で
ば
れ
い
し
ょ
ル
つ
く
る
と
か
、

　
　
　
に
ソ
連
関
係
地
域
で
死
も
一
部
的
に
は
他
市
や
他
県
に

　
　
　
亡
し
た
者
の
遣
族
。
　
　
勝
る
特
殊
高
等
園
芸
を
経
営
し

　
　
①
0
の
各
号
の
い
ず
れ
か
て
い
ま
よ
が
、
他
力
に
は
一
」
月
に
販
，
％
し
て
冒
日
通
U
藷
の
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
収
人
肌
得
て
、
な
わ
後
伯
に

　
　
　
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
作
の
低
位
－
－
爵
水
田
が
講
前
に

　
　
　
後
・
昭
和
一
・
一
㍗
二
年
一
・
．
多
い
の
し
」
、
旧
来
の
農
業
経
営

　
　
月
三
十
一
日
以
前
に
死
　
そ
の
ま
～
が
、
現
川
も
行
わ
れ

　　

@
蝶
酵
脱
営
薮
鰐
い
」
譲
耕
蜜
付
係
が
で
婁
し
た

　
　
　
つ
た
者
の
遺
放
。
　
　
　
の
農
業
は
、
弼
ル
も
ま
た
収
入
一
市
役
所
玄
凹
口
に
ご
ん
ど
受
有

　
回
受
給
金
額
　
　
　
　
　
　
　
の
増
大
も
訊
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
一
丁
を
わ
く
こ
と
に
な
り
・
容
［

ω
の
①
の
場
禽
三
三
鯉
㎞
榛
C
粥
鮪
雛

　
　
ω
の
②
の
場
合
は
死
亡
の
　
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
　
　

　
　
日
の
年
令
に
よ
り
ゐ
記
の
　
ん
。
こ
の
た
め
に
は
い
ろ
ん
な

以
上
の
苔
。
倶
し
昭
和
二
一
入
を
増
や
す
な
ど
弔
掘
里
宰
に

し
・
　
　
　
　
　
　
　
｝

つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
経
営
が

出
来
る
が
、
作
物
の
適
地
適
産

と
七
時
に
、
こ
れ
ら
の
生
塵
物

の
残
物
や
商
品
価
値
の
低
い
も

の
を
中
小
家
畜
に
飼
料
と
し
て

恥
生
産
す
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
も
、
当
市
が
今
後
工
業
都
市

す
が
、
当
市
で
も
一
一
〇
町
歩
一

の
増
産
目
標
を
た
て
、
秋
ば
れ
一

い
し
ょ
を
増
産
し
て
営
農
作
物

一
と
し
て
眠
点
的
に
と
り
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

派
米
農
業
青
年

　
河
野
暑
か
ら

爾
繕
雛
僧
辮
監
切
三

一
県
下
一
の
面
積
を
持
っ
て
い
ま

一

と
し
て
人
口
増
加
に
伴
う
肉
食
一
す
が
、
こ
の
秋
ば
れ
い
し
ょ
に

⑰
灘
腱
誕
鷺
董
鶴
騨
圃
欄
ザ
α
粟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
今
年
π

ん
。
防
災
営
農
は
総
合
的
に
考
一
計
画
し
て
下
さ
い
。

賦
搬
纏
韓
㌦
の
繊
塵
簾
讐

◇
水
田
刊
用
の
改
善
と
し
て
　
一
六
の
申
込
を
し
て
下
き
い
。
尚
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

壷
漉
培
に
つ
い
て
も
早
酢
は
か
る
こ
と
が
咽
ま
し
い
・

し
”
藷
冷
う
く
っ
て
、
ヒ
～
八
一
県
で
は
防
災
作
物
の
一
つ
と
し

　
①
早
漏
水
稲
及
二
期
竹
蔵
三
一
栽
培
の
技
術
面
に
つ
い
て
は
、

　
②
食
生
活
改
漕
の
た
め
の
一
規
培
薩
阿
に
御
指
導
し
ま
す
の

　
　
「
な
た
ね
」
の
栽
培
　
　
　
一
で
、
防
災
営
農
対
策
と
し
て
、
［

◇欄
T
鰍
難
灘
瞳
堕
…
鎌
M
磯
難
難

縣…
蜉
助
風
s
D
㎞
論
醗
り
蕪
蜂
鼎
　

漁
灘
難
土
劃
一
購
の
議
欝
鞍
縢
嚢
繍
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
、
市
衛
生
課
で
は
野
犬
8
7

秋
倍
旧
の
増
群
を
ほ
か
つ
て
収
一
〇
町
歩
の
増
舜
計
画
で
あ
り
ま

て
秋
ば
れ
い
し
ょ
の
増
π
を
計

画
さ
れ
、
本
年
度
は
一
、
六
〇

も
で
き
て
女
帰
1
．
職
員
が
一
名
配

置
さ
れ
ま
し
た
。
窓
口
は
市
金

庫
の
窓
口
と
な
ら
ん
で
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
夏
は
多
量
の
紫
外
線
を
う
け

て
、
筋
肉
の
鍛
錬
、
体
位
の
向

上
に
礪
め
て
有
効
な
時
期
で
あ

り
ま
す
。
が
口
口
い
ろ
い
ろ
な

病
気
に
か
、
り
ゃ
す
い
時
朗
で

も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
赤
痢

（
疫
痢
）
日
本
脳
炎
、
腸
チ
ブ

ス
、
結
核
、
寄
生
虫
、
小
児
三

郷
等
種
々
の
病
気
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
三
態
も
大
切
な
柄
気

で
あ
る
消
化
器
系
の
伝
染
晒

（
赤
痢
、
疫
痢
、
腸
チ
ブ
ス
）

等
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
・

消
化
器
系
仏
染
病
と
い
う
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
病
の
源
で
あ
る
細
菌
（
柄

　
　
　
　

源
菌
）
が
『
口
↓
腸
↓
大
使
↓

口
』
の
経
路
を
繰
返
し
て
次
々

に
人
か
ら
人
へ
伝
染
し
て
い
く

病
気
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
口

か
ら
入
っ
た
病
源
菌
が
腸
で
土

気
を
起
し
完
工
、
に
ふ
え
、
そ
し

て
大
便
に
混
っ
て
出
る
耶
は
大

　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
　
　
占
　
　
　
　
書
　
　
　
守

体
想
像
で
き
る
弔
で
し
ょ
う

が
、
何
故
そ
の
浩
な
い
大
硬
が

口
に
人
る
の
で
し
k
一
。

細
菌
に
は
足
が
あ
っ
て
自
ら
動

、
姻
る
も
の
で
は
あ
り
ま
叶

ん
。
必
ポ
何
者
か
が
大
便
冷
人

の
口
に
運
ん
で
く
れ
て
い
る
の

で
す
。

そ
れ
は
、

凶
は
必
ず
人
間
の
大
便
の
中
か

ら
出
て
㍉
た
も
の
な
の
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
、
人
名
数
の
人
は
常
に
大
胡
、

　
　
コ
　
　
コ
　
　
リ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
（
白
分
の
も
の
も
、
仙
人
の

も
の
も
）
手
に
つ
け
て
い
る
の

だ
と
思
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
大
便
の
中
に
は
屑
原

菌
が
い
な
い
と
は
入
え
な
い
の

で
す
。

通
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
で
は
手

の
あ
ぶ
ら
で
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ

い
た
細
菌
は
取
れ
よ
う
筈
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
せ
ん
。
是
刀
傅
一
所
、
炊
弔

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
、
食
事
ず
る
所
で
は
手
を
石

け
ん
で
洗
う
か
消
毒
液
で
洗
う

か
で
き
る
よ
う
し
た
い
も
の
で

す
。次

に
ハ
ェ
は
皆
様
御
承
知
の
よ

う
に
便
所
、
ゴ
ミ
捨
場
、
家
畜

舎
、
堆
肥
舎
な
ど
か
ら
出
て
来

る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
毛
の
一

杯
生
え
た
肢
に
は
大
便
や
汚
な

い
も
の
が
沢
山
つ
い
て
い
る
筥

で
す
。
こ
＼
ま
で
分
れ
ば
そ
れ

か
ら
先
は
賢
明
な
市
民
の
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
方
は
「
ハ
エ
の
撲
滅
」
が
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
休
の
新
生
活
運
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
取
上
げ
ら
れ
て
い
る

意
味
が
解
っ
て
頂
け
う
と
思
い

ま
す
。
水
は
上
水
道
の
あ
る
処

は
心
配
な
い
の
で
す
が
、
井

戸
、
流
水
な
ど
を
使
っ
て
い
る

り
を
徹
底
的
に
し
ま
す
の
で
、

飼
犬
は
お
宅
に
つ
な
い
で
お
く

か
、
下
札
を
は
っ
き
り
と
つ
け

て
お
い
て
下
さ
い
。
鑑
札
を
受

け
て
な
い
万
は
す
ぐ
衛
生
課
で

受
け
て
下
さ
い
。

カリフォルニア便り
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派
米
農
業
労
務
者
と

し
て
、
当
市
か
ら
河

野
、
石
原
の
二
青
年

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
出
発
し
た
こ
と

は
、
本
紙
三
月
十
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま

た
が
、
土
州
オ
ツ
ク

ス
ナ
ー
ド
市
に
落

着
い
た
河
野
冨
久
雄

到
（
二
〇
）
　
（
財
光

寺
肉
身
）
か
ら
三
尾

市
長
宛
航
空
便
で
手

紙
が
届
き
、
市
民
の

指
様
に
く
れ
ぐ
れ
も

、

処
で
は
、
時
と
し
て
大
便
が
流
　

れ
込
ん
で
い
る
訓
拠
に
、
水
の
．

検
査
を
し
て
み
る
と
大
腸
凶
が
…

出
て
来
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
一

の
大
便
の
中
に
赤
痢
菌
が
少
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
も
人
づ
て
い
た
時
の
こ
と
を
　

想
像
し
て
下
さ
い
。
恐
ろ
し
い
　

赤
痢
集
田
発
生
が
起
る
の
で
「

す
・
　
　
　
　
　
…

し
か
し
手
を
消
毒
し
ハ
ェ
を
と
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
生
水
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
そ
「

ん
な
廓
は
起
る
訳
は
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
ら
，
こ
ん
な
事
を
知
ら
ず
㎜

に
生
活
し
て
い
る
人
遠
が
赤
痢
一

は
、
一
方
な
ら
ぬ
御
厚
情
を
一

一
け
な
が
ら
今
や
つ
と
便
り
を
出

す
気
持
を
得
ま
し
た
こ
と
を
、

悪
し
か
ち
ず
お
許
し
下
さ
い
。

小
生
、
南
部
加
州
随
一
の
都
市

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
よ
り
北
に
六

十
マ
イ
ル
広
大
な
疏
菜
地
帯
で

あ
る
と
と
も
に
、
新
興
都
市
と

一
し
て
有
名
に
な
り
つ
～
あ
る

｝
ツ
ク
ス
ナ
ー
ド
布
の
一
角
に

み
つ
い
て
、
三
カ
月
が
過
ぎ

う
と
し
で
い
ま
す
。

日
本
に
居
て
考
え
た
以
上
に

し
い
労
働
で
、
最
初
の
頃

ど
、
何
で
来
た
の
だ
ろ
う
か

大
分
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

が
、
仕
事
に
な
れ
た
の
で
胃

十
人
か
ら
の
日
本
青
年
の
た

ま
ざ
る
交
情
に
よ
つ
で
、
よ

や
く
生
気
を
取
り
も
ど
し
、

で
は
張
り
切
っ
た
生
活
を
賞

で
居
り
ま
す
。

気
候
も
五
月
の
候
で
、
と
で

よ
く
、
そ
れ
に
雨
が
三
力
日

う
ち
に
容
南
を
想
わ
し
む
ス

度
の
が
二
同
降
っ
た
だ
け
で

人
経
営
の
家
に
通
っ
て
い
漆

仕
那
は
朝
の
六
時
か
ら
夕
m

時
三
十
分
か
ら
六
時
頃
ま
弔

す
。
昼
は
三
十
分
休
み
が
杁

だ
け
、
中
腰
の
二
業
が
ほ
ふ

ど
で
す
。
召
事
中
に
た
ず
あ

来
て
、
畏
話
な
ど
す
る
人
甘

り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
懸
命
レ

い
て
い
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
で
以
下
次
刷

「
三
一
＝
≡
≡
曇
三
一
韮
一
　
套
三
一
≡
＝
一
【
葦
≡
一
一
≡
［
「
塁
＝
一
一
蓉
碁
≡
毒
≡
一
［
「
≡
一
≡
＝
嚢
≡
≡
一
二
一
§
三
二
二
嚢
「
一
ヨ
嚢
二
≡
一
三
≡
「
三
「
一
≡
還
三
箋
一
一
蓑
暮
三
｝
駕

大
便
が
口
に
入
る
話

日
向
保
健
所
長
嘆
葉
輝
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
手
（
自
分
の
も
、
他
人
の
も
）

ー
ハ
エ

二
水

以
上
三
つ
が
そ
の
土
な
役
胡
を

つ
と
め
て
い
る
の
で
す
。
先
♂

手
で
す
が
世
間
一
般
の
人
々
の

手
を
検
査
し
て
み
ま
す
と
必
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

と
い
っ
て
よ
い
程
大
腸
苗
が
く

っ
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
大
腸

手
の
戻
、
い
を
逢
い
だ
り
、
目
で

見
て
何
か
つ
い
て
い
れ
ば
詔
で

も
布
け
ん
や
消
毒
液
で
手
を
洗

う
も
の
で
す
が
、
臭
く
も
な
く

目
に
も
見
え
な
い
と
、
便
所
か

ら
出
た
時
も
食
事
の
前
も
、
外

出
か
ら
帰
っ
て
も
よ
く
気
の
つ

く
人
で
さ
え
一
」
水
に
ふ
れ
る

稗
度
で
済
ま
し
て
い
る
の
が
普

市
役
所
に
　
　
市
役
所

D
お
い
で
に

な
っ
て
、
◎
福
祉
葛
務
所

　
お
わ
か
り

　
　
　
　
　
　
玄
関
か
ら
入
っ
て
一
番
奥
第

　
に
な
ら
な

　
　
　
　
　
一
三
棟
目
の
東
端
の
事
務
室
で
、

　
い
こ
と

　
　
　
　
　
一
庶
務
係
、
保
謹
係
の
二
係
八
名

は
、
何
で

　
　
　
　
　
の
所
員
で
、
次
の
よ
う
な
“
事

も
御
案
内

　
　
　
　
　
を
し
て
い
ま
す
。

　
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
①
生
循
保
護
法
に
関
す
る

す
の
で
、

遠
密
な
く
　
こ
と

案
内

（
そ
の
七
）

い
了
供
を
疫
痢
で
取
ら
れ
る
と
　
ど
は
、
県
教
育
委
員
会
の
登
録

い
う
結
果
を
招
く
の
で
す
。
　
…
を
受
け
な
い
と
、
持
っ
て
い
る

自
分
だ
け
の
事
で
な
く
人
に
も
一
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

☆
囓
ﾞ
の
煙
毒
は
ま
ず
警
察
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匁
渡
り
が
十
五
セ
ン
チ
以
上
の
｝
察
を
通
じ
て
登
録
を
す
る
よ
う

や
腸
チ
ブ
ス
に
か
か
り
吋
愛
い
一
刀
、
剣
、
や
り
、
な
ぎ
な
た
な
㎜
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

う
つ
る
病
気
で
す
か
ら
お
互
に

先
の
『
三
項
1
1
』
に
気
を
つ
け

ま
し
よ
う
。

　
　
X
　
　
　
　
X
　
　
　
　
X

　
　
　
X
　
　
　
X
　
　
　
X

甘
い
ぜ
い
．
雪
裡
事
務
所
の
仕
事
は
、
戦
後

御
利
用
下
の
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
必
要

さ
い
。
　
　
か
ら
出
来
た
も
の
で
、
生
存
競

　
　
　
　
華
の
は
げ
し
さ
に
落
伍
し
て
い
・

　
　
　
　
　

　
　
　
　
一
く
人
達
の
更
生
を
し
な
目
的
と

　
　
「
・
　
し
て
お
り
、
市
内
の
五
十
人
の

　
　
7
●

ら
こ
れ
ら
の
刀
剣
類
を
発
見
し

た
り
、
拾
っ
た
場
合
は
、
手
続

き
は
簡
単
で
わ
ず
か
な
時
間
で

今
ま
で
こ
の
登
録
の
手
続
き
は
・
す
み
ま
す
か
ら
、
そ
の
刀
剣
類

直
接
、
県
の
教
育
委
員
会
で
取
｝
と
印
鑑
を
持
っ
て
す
ぐ
も
よ
り

扱
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
七
月
一
の
警
察
薯
（
派
出
所
、
駐
在

穰
ま
ず
漿
に
届
出
て
・
竺
下
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ド
　
　
リ
ー
　
一
5
一

一
日
か
ら
手
糺
き
が
変
り
、
今
｛
所
）
に
屈
け
出
る
よ
う
に
し
て

（
日
向
警
察
署
》

π
・
宵
祭
の
七
種
類
が
あ
り
ま

す
。②

児
帝
福
一
法
に
関
す
る

　
こ
と

木
就
学
児
喰
が
い
て
、
そ
の
た

め
に
働
き
に
出
ら
れ
な
い
と
き

は
、
保
育
所
に
入
れ
る
よ
う
手

続
き
を
し
た
り
、
母
艦
だ
け
の

田
帯
に
は
、
一
子
寮
に
入
れ
る

よ
う
に
、
手
続
き
を
し
た
り
し

ま
す
。
又
児
衆
が
不
良
で
あ
る

と
か
、
不
良
化
の
お
そ
れ
の
あ

る
場
合
な
ど
は
、
専
門
の
児
童

相
談
所
に
連
絡
し
た
り
、
場
合

壕
嘱
鰯
の
下
に
仕
事
簑
話
騨
膿
僚

懸
讐
纒
賑
蔽
現
頒
撮

せ
な
い
と
い
う
場
合
、
生
活
保

護
法
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
人
に

必
要
な
物
や
金
を
支
給
し
ま
一

す
。扶

助
の
糧
類
は
、
生
活
・
画
一

り
ま
す
が
、
こ
の
対
象
者
の
発

見
や
、
手
証
き
桐
群
も
し
て
い

ま
す
。

③
身
体
障
害
者
福
初
法
に

　
関
す
る
こ
と

宅
・
教
育
・
医
療
・
峯
・
出
万
体
に
馨
が
あ
る
場
合
、
例

え
ば
目
が
見
え
な
い
・
耳
擢

え
な
い
・
口
が
き
け
な
い
乖

が
不
自
由
で
あ
る
と
か
い

た
障
害
が
あ
っ
て
、
補
聴
興

篤
肢
等
の
補
装
具
や
更
生
豚

を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
郎

障
害
者
福
祉
法
に
よ
っ
て
、

れ
そ
れ
物
や
金
が
支
給
さ
ハ

す
。
又
障
害
手
帳
の
交
付
、

害
者
の
乗
東
割
引
券
の
交
“

行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
三
つ
の
法
律
が
わ

三
法
と
呼
ば
れ
、
福
祉
事
鰍

の
洋
本
業
務
と
な
っ
て
お
h

す
が
、
そ
の
他
に

④
母
子
福
弼
資
金
貸
付
棺

　
に
聞
す
る
事
務

④
民
生
委
員
法
に
関
す
ヲ

　
事
務

④
共
同
募
金
に
関
す
る
富

　
務

⑦
利
会
福
初
協
議
会
に
…

　
す
る
廓
務

⑧
福
祉
施
設
の
運
営
指
W

　
に
関
す
る
こ
と

市
内
の
福
祉
施
設
は
次
の
｝

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
，

　
餐
老
院
。
授
産
場
。
母
年
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